外部被ばく線量を計算してみましよう
放射線による外部被ばく線量は、自分の生活する場所の放射線量とその場所で過ごす時間を知ることによって予測できます。
今回測定した結果を用いて、１年間の外部被ばく線量を予測してみましょう。
なお、事故と関係なく自然界には放射線がもともと存在するので、事故による被ばく線量（追加被ばく線量）は自然界の値を差し引いて計算します。
	氏名：
	住所：
	計算日：

	
	計算手順
	単位
	屋外
	屋内

	1
	放射線量
	μSv/h（注１）
	(A1)庭あたり

	(B1)居間あたり


	2
	生活時間
	時間（1日当り）
（注2）
	(A2)


	(B2)



	3
	1日の積算
	μSv
	(A3)＝（A1 x A2)


	(B3)=（B1 x B2)



	
	
	μSv


	（C）=（A3）＋（B3）


	4
	1年間の積算
	μSv
	（D）＝（C）ｘ　365日


	
	
	ｍSv（注3）
	（E） ＝（D）÷　1000



	5
	追加被ばく
線量
	ｍSv
	（F） ＝（E）－　0.35（注4）



（注1） μSv/ｈ；マイクロシーベルト/時間（1時間当たりの放射線の強さ）
（注2） 一般的に、屋外8時間、屋内16時間程度。生活に合わせて決めてみる。
（注3） １ｍSv 　＝　1,000μSv
（注4） 自然界の放射線のうち、大地からの放射線は毎時0.04μSv程度です。
したがって、1年間には次のようになります。
0.04 ｘ24（時間）ｘ365（日）＝350μSv　⇒0.35ｍSv

____________________________________________________________________________

（参考）一般的に、屋内は屋外の40％程度と考えられています。したがって、屋外で
毎時0.23μSの所の追加被ばく線量は、年間1ミリシーベルトになります。　　
（0.23-0.04）×（8＋0.4×16）×365＝999μSV ⇒ 約１ｍSv

[image: image1.emf]放射線と放射能

放射線を出す物質

（放射性物質）

放射線をだす能力：放射能

単位：ベクレル（Bq)

放射線を積算して

受けた量(線量ｘ時間）

単位：シーベルト（Sv)

放射線の強さ

(放射線量）

放射線を受けた量

(被ばく線量）

単位：時間当りの

シーベルト(Sv/h)

放射線は離れると

弱くなる

1Bqは1秒間に

1ヶ放射線が出る量

放射能の強さを比較する

単位：Bq/kg

Svの1,000分の１ ⇒ mSv（ミリシーベルト）

ｍSvの1,000分の1 ⇒μSv(マイクロシーベルト）


[image: image2.jpg]K BREBEMHR D)

31% E1fi&0 LR
[250,000%4 03—~/ 4E]

10000455~ WE/ZE] e ot s os)

0

—

AT AW/ZE] | Tmse wmmss i
e ¢ (L.
AR ()
smser _gmro
e SN ) e =
WRARRNROE (F8)
RPRSADEORK)
[40024 5~ Wb/ 2]
- -7 MBI ()
(BRI 23RO
[200245m~~ Wb/ 18]

[2224 s~ Nk 2] META oo

DovAme—~ht/l " aaazswm

K sy [V —=YLh] = TR TES
ERIHILF —FTETH2002) &0 [T

2B TR

RRMRET OB

[100.000%4 /0~ bt/ 4]

RS ER U TR R

B0 T LR

EBHDOBN LD LR

<~ [50000%4m3~A"MH/4E]
| X S
RERE (TZ%+vY) 08)

TJ’ [6,900740~~"Nb/ ]

l
()

—RAROBBAE (1)
(AR

1,000 s b/ 2]
= ROXBKERE (12)

L4 (6004 /ms—~' Mt/ [Ell

— N [sovams~nt/El

L moxesass 0@

[5024 e~ Iob/ 4]
s BFNRUH (WKL) BDD
RREIE (F8)
m RMTUCOARAE AR T

BEVBIROER OX) X Gy [JL]

W IRTIE 1







�








� INCLUDEPICTURE  "http://radioactivity.mext.go.jp/ja/shared/img/example_01.jpg" \* MERGEFORMATINET ���








